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本日の議題

• 熱中症について

• 交差点の信号機の意味

• 逆走事故について

• 高速睡眠現象について

• 居眠り運転を予防するには

• 自転車の交通ルールについて

• これから施行されます道路交通法



熱中症について

真夏と梅雨どきに要注意！
・気温が高い

・湿度が高い

・風が弱い

・日差しが強い

・照り返しが強い

・熱いものがそばにある

・急に暑くなった
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●水分補給はこまめに、
急激に大量の汗をかいた時は塩分も

●通気性、透湿性のよい服装を

●バランスの良い食事を心がけて

●保冷剤や冷たいタオルで体を冷却
扇風機やエアコンで室温調整を

●立ちくらみやこむら返りは危険信号
具合悪ければ涼しいところで衣服を緩めて

厚生労働・環境省の資料から
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◆ ◆ ◆逆走を防ぐには◆ ◆ ◆
走行中に、別の道路に入るときは、その手前に・・・・・・・

「車両進入禁止」の標識がないかをシッカリ確認する。

。



片側２車線道路のＴ字路から出る際、片側１車線道路と
思い込み中央寄り車線を逆走する。

◆ ◆ ◆逆走を防ぐには◆ ◆ ◆
中央分離帯が壁面や樹木などの場合は、反対車線が見
えないため、片側１車線と勘違いしやすいので注意する。

。
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１００ｋｍ未満
（概ね６０分以内）
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.

『高速道路に入り走行距離１００
km未満、時間にして約１時間以

内』の場所で死亡事故が約５割
発生。

。
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単調な高速道路では、疲労や睡眠不足でなくて
も意識が「もうろう」とすることがあります。

これを、「高速催眠現象」 といいます。

この状態での運転は、居眠り運転につながり大

変危険です。疲れを感じる前に、最寄りのサービ
スエリア・パーキングエリアで休憩をとりましょう。

。





・





① 自転車は、車道が原則、歩道は例外です。
道路標識等で指定されている場合や交通の状況等からやむを

得ない場合のほか、１３歳未満の子供や７０ 歳以上の高齢者な
どは歩道を通行することができます。

② 車道は左側を通行しましょう。
③ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行しましょう。
④ 安全ルールを守りましょう。

飲酒運転・二人乗り・並進などの禁止、夜間はライト点灯、信
号を守る。

交差点での一時停止と安全確認
⑤ 子供（１３歳未満）はヘルメットを着用しましょう。

。



自転車は交通ルールを守って！安心・安全



。



自転車事故の高額賠償判決の事例 （日本損害保険協会調べ）

自転車の保険
運転する人にかける保険

保険金が年数百円～１万円前後で数千万円～１億円以上の補
償額。特約として付加できる保険もあります。

赤色「ＴＳマーク」

賠償額 事故の概要

9,521万円
平成２０年神戸市内で、当時小学5年生の男の子が乗った自転車が、歩いていた
60代の女性と衝突する事故により、女性は、頭を骨折するなどし、5年たった現在
も意識不明の状態が続いている。 [神戸地方裁判所　平成25年7月4日判決]

9,266万円
男子高校生が昼間、自転車横断帯のかなり手前の歩道から車道を斜めに横断
し、対向車線を自転車で直進してきた男性会社員 (24歳) と衝突。男性会社に重
大な障害(言語機能の喪失等)が残った  [東京地方裁判所　平成20年6月5日判決]

6,779万円
男性が夕方、ペットボトルを片手に下り坂をスピードを落とさずに走行し、交差点
に侵入。横断歩道を横断中の女性 (38歳) と衝突。
女性は脳挫傷等で3日後に死亡した    [東京地方裁判所　平成15年9月30日判決]

平成20年に神戸市内で、当時小学5年生の男の子が乗った自転車
が歩いていた60代の女性と衝突する事故により、女性は、頭を骨折
するなどし、その後、5年以上も意識不明の状態が続いている。

[神戸地方裁判所 平成25年7月4日判決]
被害者家族の損害賠償請求に対して、裁判所は、事故の原因を小学
生の前方不注意と認定し、母親が十分な指導をしていたとは言えず、
監督義務を果たしていなかったと判断し、男の子の母親に9,521万円
の賠償を命じる判決を行った。

自転車側が加害者による交通事故の多発と高額賠償請求の増加に
対応し、大阪府は、条例で自転車損害賠償保険の加入を義務化し、
本年７月1日より施行されています。



これから施行される道路交通法

平成27年6月17日に公布された改正道路交通法の内、以下に
ついては、今後施行されます。

(1) 高齢運転者対策の推進を図るための規定の整備
(平成29年6月までに施行)

■臨時認知機能検査 ■臨時高齢者講習 ■臨時適正検査

(2) 運転免許の種類等に関する規定の整備
(平成29年6月までに施行)

■運転免許の種類に関する規定の整備

■運転免許の欠格事由等に関する規定の整備
■初心運転者に関する規定の整備


